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値
賀
を
第
２
の
故
郷
と
し
て
郷

土
愛
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
年
の
一
年
、
コ
ロ
ナ
か
ら
解
放
さ
れ
る
か
ど
う
か
悩

ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
今
年
は
勇
ま
し
い
寅
年
で

あ
り
、
コ
ロ
ナ
菌
は
見
え
な
い
敵
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
災
難
を
蹴
散
ら
し
た
い
も
の
で
す
。

　

議
会
も
昨
年
一
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
が
制
約
を
受
け
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
研
修
が
ほ
と
ん
ど
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
も
の

で
、
直
接
、
相
手
と
対
話
す
る
こ
と
な
く
、
今
ひ
と
つ
心

に
響
く
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
集
会
、
議
会
報
告
会
な

ど
議
会
活
動
の
大
事
な
仕
事
が
実
行
さ
れ
ず
に
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。

　

早
い
も
の
で
、
来
年
は
選
挙
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
の
問
題
も
先
が
見
え
な
い
状
況
で

す
。
議
会
が
し
っ
か
り
機
能
し
な
い
自
治
体
は
、
国
・
県

の
評
価
も
下
が
り
、町
の
存
在
さ
え
も
怪
し
く
な
り
ま
す
。

民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す
二
元
代
表
制
（
町
長
、
議
会
が

と
も
に
住
民
を
代
表
す
る
）
を
し
っ
か
り
守
る
た
め
に
も

多
様
な
人
材
が
議
会
に
必
要
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
、
こ
の
制
度
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
真
剣

に
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
議
会
の
窓
が
開
か
れ

る
よ
う
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
一
年
が
希
望
に
満
ち
た
も
の
に
な
る
よ

う
、
町
民
皆
様
と
と
も
に
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
値
賀
町
議
会　

議
長　

横
山
弘
藏
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「ちかまる寮」完成！「ちかまる寮」完成！

　

小
値
賀
町
ふ
る
さ
と
留
学
制

度
は
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
の

教
育
の
充
実
と
向
上
、
関
係
人

口
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
令
和
２
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
、
本
町
独
自
の
離

島
留
学
制
度
で
す
。

　

留
学
生
は
、
本
町
の
子
ど
も

た
ち
と
の
学
校
生
活
や
島
暮
ら

し
の
体
験
を
通
し
て
豊
か
な
人

間
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
小

　

留
学
の
受
け
入
れ
は
小
学
校

５
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
。　

　

入
寮
型
（
定
員
12
名
）
と
し

ま
親
型
（
現
在
は
受
入
１
軒
）

に
分
か
れ
、
留
学
期
間
は
１
年

で
す
が
、
希
望
に
よ
り
継
続
も

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

小値賀町ふるさと留学生が暮らす小値賀町ふるさと留学生が暮らす

笛吹在にある「ちかまる寮」

部屋は６畳 ２名の相部屋

島の子どもたちも集まる交流スペース

値
賀
を
第
２
の
故
郷
と
し
て
郷

土
愛
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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令
和
３
年
定
例
12
月
会
議
を

12
月
6
日
か
ら
13
日
ま
で
、
８

日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

例
年
は
９
月
会
議
で
決
算
審

査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
８
月

に
本
町
監
査
委
員
の
交
代
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
会
議

で
行
い
ま
し
た
。

決
算
審
査
を
今
議
会
で

定例 12 月会議定例 12 月会議

一
般
質
問 

４
人
が
登
壇

令
和
２
年
度
決
算
審
査
を
始
め

令
和
２
年
度
決
算
審
査
を
始
め  

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
成
立

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
成
立

　

な
お
、
定
例
９
月
会
議
で
任

命
不
同
意
と
な
り
、
空
席
の
ま

ま
だ
っ
た
教
育
長
に
、
産
業
振

興
課
課
長
の
中
村
慶
幸
氏
を
任

命
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

提
案
理
由
の
説
明
に
続
い
て

質
疑
を
行
い
、
そ
の
後
の
討
論

は
省
略
と
な
り
ま
し
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
全
会
一

致
で
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
４
年
１
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

教
育
長
は
中
村
慶
幸
氏

　

会
議
の
初
日
は
小
値
賀
小
学

校
６
年
生
を
傍
聴
席
に
迎
え
て

午
前
10
時
か
ら
開
催
。
小
学
生

を
含
め
て
16
名
の
方
に
傍
聴
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
長
の
行
政
報
告
に
続
い
て　

４
名
の
議
員
が
西
村
町
長
の
考

え
を
質た
だ

し
ま
し
た(

12
ペ
ー
ジ

～)

。

　

二
日
目
か
ら
、
今
回
の
定
例

会
の
メ
イ
ン
で
あ
る
令
和
２
年

度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
書
の
審
査
、
い
わ

ゆ
る
決
算
審
査
で
す
。

　

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
横

山
弘
藏
委
員
長
の
下
、
浦
英
明

議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
６

名
の
議
員
で
慎
重
な
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
の
採
決
で

は
、
全
員
が
認
定
す
る
こ
と
に

賛
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
の
一
般

会
計
と
特
別
会
計
６
会
計
の
補

正
予
算
、
条
例
の
制
定
が
１

件
、
条
例
の
改
正
が
３
件
、
財

産
の
取
得
が
５
件
、
工
事
請
負

契
約
の
変
更
契
約
が
１
件
提
案

さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
原

案
ど
お
り
可
決
成
立
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
、
議
員
発
議
に
よ
る

会
議
規
則
の
一
部
改
正(

10
ペ

ー
ジ)

と
意
見
書
の
採
択(

11

ペ
ー
ジ)

、
報
告
２
件(

20
ペ

ー
ジ
～)

も
あ
り
ま
し
た
。

起立全員で任命に同意

す
べ
て
全
会
一
致
で
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区    分 令和 2 年度 令和元年度 差　額 増減率 (%)

歳入総額 41 億 7772 万円 38 億 9011 万円 2 億 8761 万円 7.4
歳出総額 39 億 0618 万円 36 億 7944 万円 2 億 2673 万円 6.2
差引額 2 億 7155 万円 2 億 1067 万円 6088 万円 28.9

翌年度に繰越すべき財源 1 億 5713 万円 1 億 2578 万円 3135 万円 24.9
実質収支額 1 億 1442 万円 8489 万円 2953 万円 34.8

単年度収支額 2953 万円 △ 3860 万円 6813 万円

( △はマイナスを表す　端数処理により一部計算が合わない )

単年度収支額の△ ( マイナス )・・実質収支額が黒字であれば問題ないとされています

指　標 小値賀町 早期健全化基準※ 簡単な説明

実質赤字比率 － 15.0 一般会計の赤字の割合 ( 当町は黒字 )
連結実質赤字比率 － 20.0 全会計を合わせた赤字の割合 ( 当町は黒字 )
実質公債費比率 7.0 25.0 年間の借金の返済額の割合 ( 高いほど財政が不健全 )

将来負担比率 － 350.0
将来の負担となる ( 財政を圧迫する ) 借金の割合
( 当町では財源見込みや基金が上回るため算出されず )

　早期健全化基準※・・財政健全化の取り組みが必要になる要注意レベルを示す数字です

財政の健全度を示す「健全化判断比率」の 4つの指標

区　　分 決　算　額 割　合 (%)

自主財源 7 億 2591 万円 17.5
依存財源 34 億 5182 万円 82.5
合　　計 41 億 7772 万円 100.0

自主財源と依存財源

財政状況 (一般会計 )

財政の力

基金と町債

基金現在高 ( 令和 2 年度末 ) 31 億 3985 万円
町債（令和 2 年度末） 35 億 3198 万円

自主財源・・町税、分担金、負担金、使用料、手数料、寄附金、繰越金、諸収入ほか
依存財源・・地方消費税交付金、地方交付税、国庫支出金、県支出金、町債ほか

基金・・家計における預貯金に相当するもの
町債・・家計における借入金に相当するもの

数 字 で 見 る 小 値 賀 町 の 財 政 状 況数 字 で 見 る 小 値 賀 町 の 財 政 状 況
～令和 2 年度～～令和 2 年度～

前年度より 1.5 ポイント上昇しており注意が必要です

前年度より 2738 万円増えました
前年度より 6154 万円減りました

( 端数処理により合計が合わない )

財政力指数 0.10
標準的な行政サービスに係る費用を町税などの収入でまかなえる割合　
指数が低い = 財源に余裕がない  　　全国でも最低レベルで注意が必要です

経常収支比率 81.6％
定例的な支出が町税など定例的な収入に占める割合　
75％を超えると財政的な余裕が失われているとされる
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決 算 審 査決 算 審 査

～決算特別委員会での主なやりとり～～決算特別委員会での主なやりとり～
【
一
般
会
計
】

問
ふ
る
さ
と
寄
附
金
お
よ
そ

４
４
９
７
万
円
の
う
ち
、
正
味

い
く
ら
残
る
の
か
。　

答
返
礼
品
や
委
託
料
を
除
い
た

お
よ
そ
２
８
５
１
万
円
を
積
立

て
て
い
る
。

問
寄
附
金
の
使
い
道
を
も
う
少

し
具
体
的
に
示
し
た
方
が
良
い

の
で
は
。

答
令
和
３
年
度
か
ら
は
毎
年

１
千
万
円
ず
つ
使
う
こ
と
に
し

て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
ず
実

績
は
な
い
が
、
今
年
度
は
高
校

生
の
海
外
修
学
旅
行
費
に
充
て

る
な
ど
具
体
的
に
示
し
て
い

る
。

問
町
づ
く
り
＝
人
づ
く
り
だ
。

故
郷
を
再
生
す
る
、
守
る
と
い

う
意
味
合
い
か
ら
も
人
材
育
成

に
寄
附
金
を
充
て
て
も
良
い
の

で
は
。

答
寄
附
の
目
的
に
、
後
継
者
対

策
と
い
う
項
目
を
入
れ
て
も
良

い
と
考
え
て
い
る
。

問
町
税
で
あ
る
固
定
資
産
税
の

収
入
未
済
額
３
９
９
万
円
余
の

内
容
は
。

答
現
年
度
課
税
分
は
27
名
が

58
万
円
余
滞
納
、
繰
越
分
は
42

名
が
３
４
０
万
円
余
滞
納
し
て

い
る
。

問
毎
年
同
じ
く
ら
い
の
収
入
未

済
が
あ
る
が
、
滞
納
者
が
固
定

化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
滞
納
を
な
く
す
よ
う
、
で
き

る
こ
と
は
や
っ
て
い
る
。

　

収
納
さ
れ
た
も
の
も
あ
る

が
、
新
た
な
滞
納
も
発
生
し
て

い
る
。

　

ま
た
最
近
は
、
相
続
人
が
未

納
と
な
っ
て
い
る
財
産
の
相
続

を
放
棄
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

い
る
。

問
滞
納
対
策
は
。

答
預
金
調
査
が
２
７
７
件
、
給

与
差
押
が
１
件
、
国
税
還
付
金

の
差
押
が
８
件
、
執
行
停
止
が

８
名
。

　

ま
た
、
対
象
の
家
を
回
る
臨

戸
訪
問
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。

決算審査とは、予算が適正かつ妥当に使
われたのかを認定するものです。
締結済みの契約などを取り消すことはで
きませんが、不適切・非効率なものがあ
れば質疑を通じて明らかにし、来年度の
予算編成に反映させることができます。

順位 謝礼品名称 件数 寄附金額

1 A5 等級長崎和牛ひれステーキ 150ℊ× 2 枚 140 630 万円

2
A5 等級長崎和牛ひれステーキ 150ℊ× 2 枚

（10 セット限定全 12 回定期便）
50 460 万円

3 長崎和牛赤身（12 回定期便） 31 320 万円

4 長崎和牛 12 回定期便ゴールドコース 6 200 万円

4 長崎和牛ひれステーキ 150ℊ× 5 枚 10 200 万円

小値賀町ふるさと納税　令和 2 年度年間謝礼品ベスト 5

ふ
る
さ
と
寄
附
金 

い
く
ら
積
立
て
で
き
た
？

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
費
お
よ
そ
１
６
０
０
万

円
が
不
用
額
と
な
っ
て
い
る
が

な
ぜ
か
。

答
想
定
し
て
い
た
よ
り
申
請
が

少
な
か
っ
た
た
め
だ
と
考
え
て

い
る
。

問
塵じ

ん
か
い芥

処
理
費
の
委
託
料
で
、

お
よ
そ
３
０
０
万
円
が
不
用
額

と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
令
和
２
年
11
月
に
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
基
準
値
が
超
過
し
た

こ
と
に
よ
り
焼
却
場
を
稼
働
停

止
し
た
。

　

そ
の
原
因
の
調
査
を
町
外
の

専
門
家
に
依
頼
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
な
か
な
か
来
島
で

き
ず
、
不
用
額
と
な
っ
た
。

観
光
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
？

小値賀町ふるさと納税返礼品カタログ
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問
守
る
べ
き
松
林
に
対
し
行
っ

て
い
る
薬
剤
の
樹
幹
注
入
は
効

果
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
何
度

も
注
入
は
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
後
の
松
林
保
全
対

策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答
令
和
４
年
度
ま
で
は
枯
れ
松

問
赤
島
の
前
の
小
型
定
置
網
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
有
人
国
境
離
島
の
交
付
金
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
漁
協
に

は
引
き
続
き
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

漁
協
は
水
揚
げ
を
上
げ
る
た

め
の
努
力
は
し
て
い
る
が
、
成

果
が
あ
ま
り
上
が
っ
て
い
な
い

の
が
実
情
だ
。

　

今
後
も
注
視
し
な
が
ら
、
必

要
な
支
援
が
あ
れ
ば
考
え
て
い

き
た
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

行
っ
て
い
る
観
光
ダ
イ
ビ
ン
グ

の
今
後
の
方
針
は
。

答
こ
の
12
月
で
協
力
隊
は
卒
業

と
な
る
が
、
引
き
続
き
ダ
イ
ビ

ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
を
行
う

予
定
だ
。

　

磯
焼
け
対
策
な
ど
資
源
保
全

型
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
続
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
も
考

え
て
い
き
た
い
。

問
雇
用
機
会
拡
充
事
業
に
よ
る

雇
用
の
状
況
は
順
調
か
。

答
町
内
で
求
人
を
し
て
も
な
か

な
か
人
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い

う
状
況
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

雇
用
計
画
が
達
成
さ
れ
て
い

る
か
の
後
追
い
調
査
を
県
が
実

施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
町
も

事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
伴
走

し
て
い
き
た
い
。

問
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

の
早
期
策
定
と
あ
る
が
、
い
つ

頃
の
予
定
か
。

答
こ
の
計
画
の
重
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。

　

町
内
52
か
所
あ
る
文
化
財
の

個
別
カ
ル
テ
づ
く
り
を
現
在
進

観
光
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
？

樹
幹
注
入
後
の
松
林
保
全
策
は
？

が
残
る
と
思
わ
れ
、
し
っ
か
り

と
し
た
防
除
を
行
う
。

　

防
除
に
よ
っ
て
虫
の
数
を
通

常
の
レ
ベ
ル
ま
で
抑
え
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
被
害
は
食
い
止
め

ら
れ
、
再
度
の
樹
幹
注
入
の
必

要
は
な
い
の
で
は
と
考
え
て
い

る
。

め
て
い
る
。

　

町
全
体
的
な
保
存
活
用
計
画

は
、
関
係
部
局
と
意
見
の
す
り

合
わ
せ
が
必
要
で
、
令
和
５
年

度
ま
で
を
目
標
と
し
て
作
成
し

て
い
き
た
い
。

薬剤の樹幹注入の効果は明らかだが

緊張した雰囲気の中で行われる決算審査
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決 算 審 査決 算 審 査

◆
渡
船
事
業
◆

郵
便
物
集
配
受
託
収
入
の
算
定
根
拠
は
？

問
二
次
離
島
の
郵
便
物
集
配
受

託
収
入
（
大
島
＝
約
１
０
３
万

円
、
野
崎
島
＝
約
63
万
円
、
六

島
＝
約
73
万
円
）
は
、
住
民
数

や
世
帯
数
に
は
関
係
な
い
の

か
。

答
郵
便
局
か
ら
の
受
託
事
業
で

あ
り
、
算
定
方
法
は
非
公
開
の

た
め
町
と
し
て
は
把
握
し
て
い

な
い
。

令和 2年度 令和元年度

笛吹～大島航路 6,854 10,751

笛吹～六島航路 219 368

笛吹～野崎航路 3,065 6,228

柳～納島航路 3,256 3,727

「はまゆう」「さいかい」利用者数 ( 人 )

腎
臓
病
重
症
化
予
防
事
業
の
効
果
は
？

問
令
和
２
年
度
末
で
管
理
栄
養

士
が
退
職
し
、
後
任
は
い
な
い

よ
う
だ
。

　

糖
尿
病
性
腎
臓
病
重
症
化
予

防
事
業
に
影
響
が
あ
る
の
で

は
。

答
県
の
栄
養
士
会
を
通
じ
て
月

に
２
回
ほ
ど
管
理
栄
養
士
を
派

遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

【特別会計】

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
◆

問
保
険
料
の
未
納(

22
人
・

63
万
円
余)

が
あ
る
が
、
そ
の

対
応
策
は
。

答
75
歳
の
誕
生
日
以
降
、
す
ぐ

に
は
年
金
か
ら
の
天
引
き(

特

別
徴
収)

に
は
な
ら
ず
、
初

め
は
普
通
徴
収(

納
付
書
で
納

付)

に
な
る
。

　

ま
た
、
保
険
料
が
年
金
額
の

半
分
を
超
え
る
よ
う
な
場
合
も

普
通
徴
収
に
な
る
。

　

納
付
忘
れ
が
な
い
よ
う
そ
れ

ら
を
窓
口
で
案
内
す
る
な
ど
、

周
知
・
広
報
を
徹
底
し
て
い
き

た
い
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
◆◆

診
療
所
◆

問
こ
の
予
防
事
業
の
効
果
は
上

が
っ
て
い
る
の
か
。　

答
現
在
17
名
の
栄
養
指
導
を

行
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
効

果
が
上
が
ら
な
い
よ
う
だ
。

　

食
事
の
改
善
は
普
段
の
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
今
後

も
検
討
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

納
付
忘
れ
を
減
ら
す
対
応
策
は
？

◆
介
護
保
険
事
業
◆

75 歳～ 79 歳 163
80 歳～ 84 歳 161
85 歳～ 89 歳 165
90 歳～ 94 歳 95
95 歳～ 99 歳 23

100 歳以上 5
計 612

被保険者数（人 )

( 令和 3 年 3 月末 )

問
も
っ
と
口
座
振
替
を
進
め
て

は
ど
う
か
。

答
窓
口
に
行
く
よ
り
格
段
に
手

間
は
省
け
る
の
で
、
納
付
書
の

中
に
口
座
振
替
の
案
内
を
入
れ

る
な
ど
、
今
後
と
も
進
め
て
い

き
た
い
。

1 人当たり医療給付費

　県平均　　約 98 万 3 千円
　小値賀町　約 59 万 6 千円
( 平成 26 年から県下統一保険料 )

◆
下
水
道
事
業
◆
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問
保
険
料
の
未
納
が
１
３
０
万

円
余
と
前
年
度
よ
り
増
え
て
い

る
が
、
そ
の
内
訳
は
。

答
現
年
度
分
の
未
納
者
は
13
名

28
件
で
２
７
万
９
千
円
余
。

　

過
年
度
分
は
26
名
88
件
で

１
０
６
万
円
余
で
、
未
納
者
は

合
わ
せ
て
31
名
だ
。

問
こ
の
未
納
者
に
対
す
る
対
応

は
。

答
コ
ロ
ナ
禍
で
対
象
者
の
お
宅

に
伺
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

部
分
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
現
年

度
分
の
収
納
に
力
を
入
れ
る
。

未
納
者
が
増
え
て
い
る
が
対
応
策
は
？

要介護状態区分 令和 2年度 令和元年度

要支援 1 19 21
要支援 2 36 37
要介護 1 34 45
要介護 2 35 36
要介護 3 30 22
要介護 4 26 27
要介護 5 11 16

計 191 204

小値賀町全体の介護認定状況 ( 人 )

◆
簡
易
水
道
事
業
◆

問
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
は
大

丈
夫
か
。

答
下
水
道
工
事
の
時
に
強
度
の

あ
る
管
に
布
設
替
え
し
て
い

る
。

　

こ
の
管
の
耐
用
年
数
は
50
年

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

面
は
問
題
な
い
と
考
え
て
い

る
。

管
の
老
朽
化
対
策
は
？

医
師
給
与
の
上
乗
せ
は
？

問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
携
わ

る
医
師
へ
の
給
与
の
上
乗
せ
は

ど
こ
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
医
療
従
事
者
へ
の
上
乗
せ
分

は
国
か
ら
直
接
手
当
さ
れ
て
お

り
、
決
算
書
に
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。 ◆

診
療
所
◆

◆
介
護
保
険
事
業
◆

　

現
年
度
・
過
年
度
と
も
に
未

納
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
し
っ
か
り
と
納
付

相
談
、
訪
問
、
文
書
通
知
な
ど

行
い
な
が
ら
根
気
強
く
徴
収
に

努
め
て
い
き
た
い
。

◆
下
水
道
事
業
◆

施
設
の
老
朽
化
対
策
は
？

問
下
水
道
関
連
施
設
全
体
の
老

朽
化
対
策
は
。

答
点
検
の
結
果
、
マ
ン
ホ
ー
ル

や
下
水
道
管
に
は
問
題
は
な
さ

そ
う
だ
。

　

そ
の
他
の
施
設
は
老
朽
化
が

著
し
く
、
突
発
的
な
修
繕
も
必

要
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
と
め
て
維
持
管
理
し
た
方

が
効
率
的
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
、
各
地
区
の
施
設
や

し
尿
処
理
施
設
の
統
合
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

下水道接続戸数

　対象戸数　　1224 戸
　接続済戸数　  921 戸
　接続率　  　　75.2%

( 令和 3 年 3 月末 )

区 分 令和 2年度 令和元年度

入院
入院者数 100 121
退院者数 98 122

延入院者数 1,542 1,811

外来
内科 13,213 14,384

小児科 534 822
計 13,747 15,206

小値賀診療所受診者数 ( 人 )



定例 12 月会議定例 12 月会議

(10)

※財産の取得

本町では、予定価格 5000 万円以上の工事

や製造の請負、予定価格 700 万円以上の不

動産や動産の買入れや売払いには議会の議

決が必要と条例で定めている。 財産の取得

全身用 X 線 CT 装置一式
　　落札：（一般競争入札）
　　取得価格：2706 万円
　　落札率：98.4%
デジタル X 線 TV システム一式
　　取得価格：1155 万円
　　落札率：95.5%
一般 X 線撮影装置一式
　　取得価格：715 万円
　　落札率：95.6%
日立自動分析装置一式
　　取得価格：1287 万円
　　落札率：87.6%

以上すべて山下医科器械㈱佐世保
支社が落札（一般競争入札）

生ごみだけを投入

工事請負契約締結

小値賀町国民健康保険診療所建設工事

　契約の相手方：小値賀町国民健康保険診療所建設工事
　　　　　　　　上滝・大石建設工事共同企業体
　契約金額：変更前　12 億 4740 万円
　　　　　　変更後　13 億 723 万 1200 円
　　　　　　変更額　　　5983 万 1200 円増額

大型生ごみ処理機（トラッシュ）５基
　落札：㈱ヨロズヤ（一般競争入札）
　取得価格：891 万円
　落札率：100.0%

< 変更 >

会議規則の一部改正

　小値賀町議会の議会規則に規定されている欠席、遅参、早退できる事由に公務、傷病、配
偶者の出産を加えるとともに、母性保護の観点から、出産に係る産前産後の欠席期間 ( 産前
は出産予定日の 6 週間前、多

たたい
胎妊娠の場合は 14 週間、産後は出産の翌日から 8 週間を経過

する日までの範囲内 ) を規定しました。
　また、請願者の利便性の向上を図るため、議会への請願手続きにおける押印の義務付けを
見直し、署名または記名押印に改めました。

( この発議には浦英明議員が賛成討論しています。)

趣旨説明をする今田議員
賛成討論をする浦議員
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一般会計補正予算

定例 12 月会議定例 12 月会議

～
主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～

　

令
和
３
年
度
で
７
回
目
と
な
る
今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
ふ
る
さ

と
寄
附
金
の
基
金
へ
の
積
立
て
７
２
０
万
円
の
追
加
、
可
燃
ご
み
の

島
外
搬
出
用
施
設
整
備
費
５
０
０
万
円
の
追
加
、
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
給
付
金
１
２
０
５
万
円
の
追
加
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
を
重
ね
、
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
て
い
ま
す
。

問
広
域
消
防
事
務
委
託
負
担
金

を
お
よ
そ
６
４
２
万
円
増
額
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
広
域
消
防
の
管
轄
区
域
６
市

町
で
分
担
し
て
い
る
が
、
普
通

交
付
税
の
需
用
費
の
比
率
が
上

が
る
な
ど
、
経
費
が
上
昇
し
た

た
め
だ
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
取

扱
業
者
の
数
は
。

答
町
内
で
29
件
登
録
し
て
い

る
。

問
取
り
扱
い
業
者
に
な
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

答
町
が
委
託
し
て
い
る
ふ
る
さ

と
納
税
支
援
事
業
者
の
株
式
会

社
ス
チ
ー
ム
シ
ッ
プ
に
問
い
合

わ
せ
て
ほ
し
い
。

　

基
本
的
に
は
、
県
内
産
で
あ

れ
ば
返
礼
品
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
。

渡船事業　　　　　　184 万円増額　　　　7046 万円に
国民健康保険事業　 3883 万円増額　　４億 9641 万円に　
後期高齢者医療事業  　11 万円増額　            5183 万円に
介護保険事業　　       701 万円増額　　３億 7884 万円に
下水道事業            　   160 万円増額　   １億 6112 万円に
国民健康保険診療所　138 万円増額　    ７億 3638 万円に

特別会計補正予算

4615 万円増額　39 億 9646 万円に
令和３年度一般会計予算

問
可
燃
ご
み
島
外
搬
出
用
施
設

整
備
費
用
が
５
０
０
万
円
増
額

に
な
っ
た
理
由
は
。

答
実
施
設
計
の
結
果
と
単
価
の

上
昇
で
増
額
と
な
っ
た
。

問
子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金
は

所
得
制
限
を
し
な
い
と
の
こ
と

だ
が
、
対
象
者
は
何
人
か
。

答
中
学
生
以
下
が
２
０
９
人
、

高
校
生
が
32
人
。

問
現
金
と
ク
ー
ポ
ン
か
。

答
ま
ず
は
５
万
円
を
年
内
に
支

払
い
た
い
。

　

残
り
の
５
万
円
に
つ
い
て

は
、
意
向
を
伺
っ
て
か
ら
決
め

る
こ
と
と
し
た
い
。

（
注
＝
そ
の
後
の
２
回
目
の
12

月
会
議
で
、
全
額
現
金
で
支
払

う
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。）

趣旨説明をする末永議員

「離島振興法の改正・延長を求める意見書」

　現行の離島振興法が令和４年度末で失効することから、離島の国家的・国民的な役割を十
分認識し、人口減少・高齢化の進展、割高な流通・生活コスト、航路及び航空路の廃止・減
便、医療従事者の不足等の課題に対し、更なる離島振興対策の見直しを図るなど抜本改正の
うえ、恒久法化も視野に入れて延長されるよう、強く要望するものです。

　( この発議には浦英明議員が賛成討論しています。)

意見書採択



現在の診療所のスタッフ数

常勤医師＝ 2 名
看護師＝任用職員を含めて 13 名
放射線技師・検査技師・理学療法士＝各 1 名
任用職員の検査補助員及び看護補助員＝各１名
薬局、厨房、清掃、事務を含め全体で 32 名

(12)

「地域医療の要となる新診療所の

一 般 質 問一 般 質 問 町長 !

松屋治郎議員

定例 12 月会議定例 12 月会議

ス
タ
ッ
フ
が
揃
わ
な
い
と
事
業
は
進
ま
な
い

松
屋
治
郎
議
員

　

令
和
４
年
度
に
開
設
予
定
の

診
療
所
の
運
営
に
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
に
応
え

ら
れ
る
最
善
の
体
制
で
望
ん
で

も
ら
い
た
い
。

　

特
に
、
人
の
命
を
守
る
た
め

の
最
後
の
砦

と
り
で

で
あ
る
医
療
従
事

者
は
大
変
重
要
な
存
在
だ
。

問
医
師
、
看
護
師
を
始
め
と
す

る
医
療
従
事
者
の
確
保
策
は
。

医
療
従
事
者
は
人
の
命
を
守
る
最
後
の
砦
だ

待
遇
改
善
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

開設運営に万全な対策を」

答
西
村
久
之
町
長

長
崎
県
地
域
医
療
人
材
支
援

セ
ン
タ
ー
や
長
崎
県
病
院
企
業

団
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

常
勤
医
師
２
名
体
制
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
ほ

か
、
看
護
師
派
遣
の
実
績
が
あ

る
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、

看
護
師
確
保
に
も
努
め
ま
す
。

問
育
成
の
た
め
の
具
体
策
は
。

答
感
染
症
の
現
地
研
修
や
オ
ン

問
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
が
必
要
で
は
。

答
新
た
な
人
材
を
確
保
す
る
た

め
に
、
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

医
師
に
つ
い
て
は
、
県
地
域

ラ
イ
ン
研
修
な
ど
を
行
っ
て
人

材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
本
町
の
奨
学
金
を
受
け
て
看

護
師
に
な
っ
て
も
、
多
く
が
本

町
に
戻
っ
て
こ
な
い
。

　

毎
月
決
ま
っ
た
金
額
を
何
年

間
か
給
付
す
る
な
ど
、
看
護
師

が
本
町
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
な

方
策
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
図
る

観
点
か
ら
、「
新
奨
学
資
金
制

度
」
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
始

め
て
い
ま
す
。

　

利
用
し
や
す
く
、
地
元
に
残

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
制
度
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

医
療
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
や
上

五
島
病
院
か
ら
定
期
的
に
応
援

医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、

医
師
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

ま
す
。

看
護
師
に
つ
い
て
は
、
シ
フ

ト
編
成
を
柔
軟
に
す
る
な
ど
の

ほ
か
、
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
改
善
が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
ま
す
。

賃
金
に
つ
い
て
も
、
国
の
動

き
を
確
認
を
し
な
が
ら
、
積
極

的
に
待
遇
改
善
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



(13)

～質問を終えて～
　新診療所の開設運営に関し、普段より医師、看護師、技師等
の人材確保に不安が絶えません。
　「仏作って魂入れず」ではその役割を果たすことができず、
町民の健康と安心安全に更なる努力を促すため、質問しました。

問
新
診
療
所
の
診
療
科
目
は
。

答
国
と
県
に
届
出
し
て
い
る
の

は
、内
科
、小
児
科
、整
形
外
科
、

循
環
器
内
科
、
泌
尿
器
科
、
精

神
科
、
眼
科
の
７
科
目
で
す
。

　

内
科
以
外
の
科
目
に
つ
い
て

は
、
専
門
医
を
招
い
て
専
門
外

来
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

新
診
療
所
に
お
い
て
も
、
現

在
の
診
療
科
目
で
届
出
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

先
進
技
術
を
使
っ
て
町
民
の
負
担
の
軽
減
を

おぢか薬局との連携を

令和 4年 5月末に完成予定の新診療所

問
島
外
の
医
療
機
関
へ
の
通
院

は
、
体
力
的
、
経
済
的
に
も
町

民
の
負
担
は
大
き
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
遠
隔
医

療
な
ど
、
先
進
技
術
を
活
用
し

た
診
療
体
制
を
構
築
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
今
後
、「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」

※
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

遠
隔
医
療
は
県
内
の
離
島

で
実
証
実
験
も
行
わ
れ
て
お

問
お
ぢ
か
薬
局
と
連
携
し
て
、

役
割
分
担
し
て
は
ど
う
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
時
に
は
、
お
ぢ
か
薬
局

と
連
携
し
て
す
べ
て
の
処
方
を

院
外
処
方
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
連
携
を
深
め
な
が
ら

調
剤
処
方
の
業
務
の
平
準
化
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

り
、
助
言
な
ど
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
実
現
に
向
け
て
の
体
制

整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

※あじさいネット

安全で高品質な医療を提供して地域医療の質の向上
を図ることを目的としている。
診療情報を患者の同意を得て複数の医療機関で共有
することで、各施設における検査、診断、治療内容、
説明内容を正確に理解し、診療に反映させようとい
うもの。
システムだけでなく、「人と人とのつながり」が最も
重要な要素だと考えている。



～
私
に
も
言
わ
せ
て
～

(14)

「観光産業の整備について」

一 般 質 問一 般 質 問 町長 !

宮﨑良保議員

定例 12 月会議定例 12 月会議

観
光
資
源
の
総
点
検
の
結
果
を
活
か
せ

問
宮
﨑
良
保
議
員

　

昨
年
、
安
心
安
全
な
観
光
を

推
進
す
る
必
要
性
か
ら
観
光
資

源
の
総
点
検
を
実
施
し
た
が
、

そ
の
後
の
対
応
が
曖
昧
の
ま
ま

だ
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
西
村
久
之
町
長

　

点
検
で
確
認
さ
れ
た
問
題
点

は
小
値
賀
町
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
に
諮
り
、
観
光
団
体
や

民
間
事
業
者
な
ど
か
ら
も
広
く

意
見
を
求
め
、
必
要
な
対
策
な

ど
は
予
算
措
置
し
、
改
善
に
努

問
野
崎
島
の
「
沖
の
神こ

う
じ
ま嶋

神
社
」

の
海
岸
に
あ
る
鳥
居
は
台
風
で

倒
壊
し
た
ま
ま
だ
。
修
復
し
な

い
の
か
。

答
こ
の
鳥
居
は
国
選
定
の
重
要

文
化
的
景
観
の
野
崎
島
エ
リ
ア

に
お
け
る
重
要
な
構
成
要
素
で

あ
り
、
重
要
な
文
化
財
と
認
識

し
て
い
ま
す
。　

　

専
門
家
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
所
有
者
と
協
議
を
し
、修
理
・

保
存
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
住
民
、
民
間
事

業
者
、
各
種
団
体
、
行
政
機
関

が
連
携
し
、
持
続
可
能
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

沖
の
神
嶋
神
社
の
鳥
居
と
旧
野
首
天
主
堂
の
修
繕
早
く

問
旧
野
首
天
主
堂
の
修
繕
も
早

く
す
べ
き
だ
。

答
大
規
模
修
繕
か
ら
30
年
以
上

が
経
過
し
て
各
部
材
の
損
傷
が

進
行
し
、
現
在
は
内
部
へ
の
立

ち
入
り
を
禁
止
し
て
い
ま
す

が
、
保
存
・
活
用
は
町
と
し
て

の
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

文
化
庁
及
び
長
崎
県
学
芸
文

化
課
と
も
情
報
を
共
有
し
、
効

果
的
な
施
設
の
修
理
が
行
わ
れ

る
よ
う
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。　

保
存
は
町
の
責
務 

活
用
を
図
り
ま
す
。

野
崎
島
の
文
化
財 

早
く
修
繕
を



(15)

　～質問を終えて～
　コロナ禍のなか、診療所建設・島留学寮建設・お
試し住宅建設など高額な予算のハード事業が目立っ
ているが、昨今の身近な問題が曖昧になっている。
　そこで、コロナ禍後の交流人口推進や住民の安全
な生活の維持に必要な対策の必要性を促した。
　結果、質問の効果があるような答弁をいただき、
８割方満足しました。

　

ぼ
く
た
ち
の
通
学
路
に
危
険
な
空

き
家
が
あ
る
。

　

取
り
壊
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

　

危
険
な
家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
も

個
人
の
財
産
な
の
で
、
所
有
者
に
解

体
や
修
繕
の
依
頼
を
し
て
い
る
。

　

危
険
だ
と
わ
か
る
よ
う
な
看
板
を

設
置
し
て
い
る
の
で
、
注
意
し
て
通

学
し
て
ほ
し
い
。

(

答
橋
本
建
設
課
長)

宮
﨑
良
保
議
員

　

近
年
大
型
の
予
算
編
成
が
目

立
つ
が
、
町
民
の
安
心
安
全
な

生
活
を
守
る
た
め
の
身
近
な
方

策
が
曖
昧
な
よ
う
に
感
じ
る
。

問
牛
渡
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
取

り
壊
し
後
の
安
全
の
確
保
は
。

答
西
村
久
之
町
長

　

現
在
、
所
有
者
が
ロ
ー
プ
を

張
っ
て
安
全
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
景
観

上
も
良
く
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
線
を
誘
導

す
る
標
識
な
ど
の
設
置
に
つ
い

て
道
路
管
理
者（
県
北
振
興
局
）

に
要
望
し
、
安
全
対
策
に
努
め

ま
す
。

問
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
と
っ

て
庁
舎
の
階
段
の
昇
降
に
は
支

障
が
あ
る
。
庁
舎
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
町
民
の
意
向
が
一
番
だ
と
は

考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
利
用

頻
度
や
必
要
性
、
設
置
費
用
や

維
持
管
理
費
用
な
ど
多
く
の
問

題
が
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
す
。

　

会
議
な
ど
の
会
場
に
つ
い
て

は
、
庁
舎
以
外
の
既
存
の
施
設

の
活
用
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
庵
の
山
」
バ
ス
停
付

近
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

～
私
に
も
言
わ
せ
て
～

傍
聴
席
か
ら
ひ
と
言

(

模
擬
公
聴
会)

※インフラ

インフラストラクチャーの略語で、直訳すると「基盤、下部構造」。

公共の福祉のために日々の生活を支える整備・提供される施設

などのこと。

「インフラ整備について」

問
傷
ん
で
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
よ
く
目
に

す
る
が
、
今
後
の
整
備
計
画
は
。

答
今
年
度
は
道
路
の
維
持
管
理

に
３
３
０
万
円
を
充
て
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
計
画
的
に
修
繕
・
更
新
を
行

い
、
地
域
住
民
の
交
通
安
全
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

問
柳
郷
「
庵
の
山
」
バ
ス
停
の

変
形
四
差
路
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
視
野
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

な
ど
も
あ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

カーブミラーの設置は困難　交通ルールを守って安全運転を

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
小
値
賀
町
に

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

庁
舎
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全

運
転
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。



(16)

「生活困窮者への支援について」

一 般 質 問一 般 質 問 町長 !

黒﨑政美議員

定例 12 月会議定例 12 月会議

生
活
困
窮
者
の
把
握
は

黒
﨑
政
美
議
員

　

社
会
保
障
制
度
と
は
、
日
本

国
憲
法
第
二
十
五
条
の
も
と
、

疾
病
、
負
傷
、
老
齢
な
ど
に
よ
っ

て
困
窮
に
陥
っ
た
者
に
対
し
、

国
家
扶
助
に
よ
り
最
低
限
度
の

生
活
を
保
障
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
の
向
上
を

図
り
、
す
べ
て
の
国
民
が
文
化

的
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
制
度
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
い
か
な
る

施
策
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

問
国
民
年
金
受
給
者
で
早
期
に

受
給
し
た
人
と
65
歳
で
受
給
し

た
人
の
割
合
は
。

答
町
内
に
お
け
る
年
金
受
給
権

者
は
１
４
５
４
人
で
す
。

　

そ
の
う
ち
、
国
民
年
金
の

受
給
権
者
は 

１
１
０
７
人
で
、

繰
り
上
げ
受
給
し
て
い
る
人
は

２
２
０
人
、
国
民
年
金
受
給
権

者
の
約
20
％
、
残
り
の
約
80
％

の
方
が
65
歳
か
ら
の
受
給
と
な

っ
て
い
ま
す
。

生
活
困
窮
者
へ
積
極
的
な
支
援
を

各
部
門
が
連
携
し
て
支
援
体
制
を
整
え
ま
す
。

問
高
齢
者
で
年
金
の
早
期
受
給

者
の
中
に
、
生
活
困
窮
者
が
い

る
と
聞
く
が
把
握
し
て
い
る

か
。

答
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
人
が

い
る
と
の
情
報
が
入
る
と
、
生

活
困
窮
者
支
援
相
談
員
と
生
活

保
護
担
当
職
員
が
一
緒
に
家
庭

訪
問
を
行
い
ま
す
。

　

家
計
や
生
活
の
状
態
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
伺
う
中
で
、
関

係
機
関
に
つ
な
い
だ
り
、
必
要

な
支
援
に
つ
い
て
相
談
を
し
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
困
窮
状
態

を
把
握
し
ま
す
が
、
逆
に
相
談

を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
把
握

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。

　

生
活
困
窮
の
理
由
は
人
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
複
数
の
要

因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る

こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
福
祉
だ
け
で
な

く
雇
用
や
産
業
、
教
育
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
な
部
門
が
連
携
し

合
い
な
が
ら
、
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

助
け
を
必
要
と
す
る
町
民
が

相
談
し
や
す
い
環
境
と
雰
囲
気

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
き
ま

す
。～参考～

< 日本国憲法 >　
第二十五条　すべて国民は、健康で文化的な
最低限度の生活を営む権利を有する。
② 国は、すべての生活部面について、社会
福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進
に努めなければならない。　
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　～質問を終えて～
　苦しいながらも将来のために 20 歳から 60 歳になるまで年金を納めた
人の中に、生活保護受給者より生活に困窮している者がいる現実があり、
このような人こそ救済すべきであると常々思っている。
　生活保護にはそれを受給することと、自立促進という面もあるのだか
ら、生活保護を脱却させるためのインセンティブを強化すべきであるとと
もに、低年金受給者にも目を向けてほしい。
　答弁が判然としない部分もあったが、町の更なる努力を望むものである。

問
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
し
っ

か
り
目
を
か
け
て
い
か
な
い
と

町
民
の
不
満
の
声
が
増
え
て
し

ま
う
の
で
は
。

答
１
～
２
か
月
ご
と
に
家
庭
訪

問
を
行
い
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況

を
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
毎
月
調
査
を
行
い
、
収

入
が
あ
っ
た
ら
差
し
引
い
て
支

給
し
て
い
ま
す
。

問
働
く
日
数
に
よ
っ
て
生
活
保

護
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
た
め

働
か
な
い
、
と
い
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

就
労
意
欲
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
町
と
し
て
何
ら
か
の
指
導

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
仕
事
先
を
探
す
手
伝
い
も
し

て
お
り
、仕
事
に
就
い
た
場
合
、

保
護
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。　

　

国
が
す
べ
き
こ
と
と
町
が
す

べ
き
こ
と
の
分
担
の
中
で
、
町

と
し
て
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

就
労
の
指
導
も
必
要
で
は

ご相談は役場内の福祉事務所へお気軽に

問
繰
下
げ
受
給
す
る
と
年
金
額

が
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
を
年
金

受
給
者
に
指
導
し
て
い
る
か
。

答
年
金
は
、
請
求
の
申
出
時
期

に
よ
っ
て
、
減
額
と
な
っ
た
り

増
額
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

受
給
者
の
健
康
状
態
や
家
庭

の
状
況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
に
よ
り
そ
の
判
断
が
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

年
金
の
請
求
の
申
出
の
際
に

は
制
度
の
説
明
を
き
ち
ん
と
行

い
、
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
う

え
で
申
出
書
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

～参考～

< 生活保護法 >　
第一条　この法律は、日本国憲法第二十五条
に規定する理念に基き、国が生活に困窮する
すべての国民に対し、その困窮の程度に応じ、
必要な保護を行い、その最低限度の生活を保
障するとともに、その自立を助長することを
目的とする。

事業名 決算額（万円） 主な内容

生活保護扶助費（生活扶助） 1777
保護世帯 25㌜　生活扶助 28 人
住宅扶助 16 人　教育扶助 4 人

生活保護扶助費（医療扶助） 2845 医療扶助 26 人

生活困窮者自立支援事業 252 支援員を設置　相談実績 3 件

令和 2 年度　生活保護関係事業費（職員給与は除く）
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「会計年度任用職員の給与について」

一 般 質 問一 般 質 問 町長 !

今田光弘議員

定例 12 月会議定例 12 月会議

除
草
作
業
の
人
た
ち
の
給
与
が
安
す
ぎ
る

今
田
光
弘
議
員

　

令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
。

　

一
定
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば

期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
る
な

ど
、
働
く
人
に
と
っ
て
は
良
い

制
度
だ
と
思
う
。

　

そ
の
給
与
額
は
、
正
職
員
と

同
じ
基
準
に
基
づ
い
て
決
め
ら

れ
て
い
る
が
、
一
部
の
職
種
で

は
業
務
内
容
に
対
し
て
安
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

問
特
に
除
草
作
業
の
人
た
ち
の

給
与
は
日
給
６
８
２
０
円
か
ら

７
０
４
０
円
。

　

こ
の
中
に
は
若
い
人
も
い
る

が
、
こ
の
収
入
で
ど
う
や
っ
て

暮
ら
し
て
い
く
の
か
。

答
西
村
久
之
町
長

　

本
町
で
は
こ
れ
ま
で
の
勤
務

状
況
を
踏
ま
え
、
各
号
の
最
上

位
の
号
給
を
上
限
と
す
る
よ
う

定
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
こ
の
日
給
で
す
が
、

再
任
用
の
際
に
は
勤
務
経
験
を

除
草
作
業
者
の
給
与
の
改
善
を

改
善
を
図
る
た
め
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

小値賀の景観を守っています

加
味
す
る
た
め
、
極
端
に
低
い

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。　

問
草
刈
り
は
雨
が
降
っ
た
ら
お

休
み
で
月
に
20
日
程
度
の
日
給

月
給
制
。
何
と
か
で
き
な
い
か
。

答
天
候
に
左
右
さ
れ
、
月
に
よ

っ
て
は
収
入
が
大
幅
に
下
が
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、現
在
、

業
務
内
容
や
号
給
の
見
直
し
、

月
額
で
の
任
用
が
で
き
な
い
か

な
ど
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

施
行
さ
れ
て
２
年
経
ち
、
内
容

の
見
直
し
も
必
要
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
職
の
必
要
性
を

十
分
に
検
討
し
、よ
り
効
果
的
・

効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
に
な
る
と
判
断
で
き

れ
ば
、私
人
へ
の
委
託
も
含
め
、

民
間
に
委
託
す
る
こ
と
も
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
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　新上五島町の焼却場への搬出は令和 15 年度までの計画ですが、そ
の後どうするかはまだ白紙のようです。
　「その後」は必ずやってきます。執行部の皆さんには少しずつでも
検討を始めていただきたいと思うと同時に、私たち町民もごみを減ら
す努力が今まで以上に求められている、とあらためて感じました。

　

ご
み
袋
が
有
料
化
に
な
る
と

家
庭
で
ビ
ニ
ー
ル
類
で
も
何
で

も
燃
や
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
心
配
だ
。

　

町
に
は
し
っ
か
り
対
策
を
講

じ
て
ほ
し
い
。

　

お
ぢ
か
新
聞
や
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
で
啓
蒙
し
て
い
る
が
、
今

後
各
地
区
の
常
会
な
ど
の
際

に
、
ご
み
処
理
に
関
し
て
適
正

な
指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

　

(

答
橋
本
建
設
課
長)

問
可
燃
ご
み
の
ご
み
袋
有
料
化

は
令
和
４
年
４
月
か
ら
の
予
定

だ
が
、
準
備
は
整
っ
て
い
る
か
。

答
準
備
態
勢
が
ま
だ
整
っ
て
お

ら
ず
、
ご
み
袋
の
有
料
化
は
一

年
遅
れ
て
令
和
５
年
４
月
か
ら

の
予
定
で
す
。

問
令
和
15
年
度
ま
で
新
上
五
島

に
可
燃
ご
み
を
搬
出
す
る
計
画

だ
が
、
そ
れ
以
降
は
。

答
新
上
五
島
町
に
お
い
て
、
新

た
に
ご
み
焼
却
場
を
建
設
す
る

の
か
な
ど
は
今
後
検
討
す
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
は
、
新
上
五
島
町
の
方

向
性
を
確
認
し
な
が
ら
今
後
の

方
針
を
決
定
し
ま
す
が
、
国
の

規
制
も
厳
し
く
、
町
単
独
で
新

た
に
ご
み
焼
却
場
を
建
設
す
る

の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

有
料
化
は
い
つ
か
ら
か

「ごみ処理施設等について」

ご
み
袋
の
有
料
化
は
い
つ
か
ら

令
和
５
年
４
月
か
ら
の
予
定
で
す
。

問
焼
却
場
は
い
ず
れ
解
体
撤
去

が
必
要
に
な
る
。
多
額
の
費
用

と
年
数
が
か
か
る
が
そ
の
対
策

は
。

答
ご
み
焼
却
場
施
設
内
に
併
設

し
て
い
る
空
き
缶
の
プ
レ
ス
施

設
が
運
用
中
の
た
め
、
解
体
時

期
は
未
定
で
す
。

　

ま
た
、
解
体
に
要
す
る
費
用

が
交
付
金
対
象
の
条
件
と
な
る

新
た
な
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建

設
計
画
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
あ

り
ま
せ
ん
。　

問
最
終
処
分
場
の
家
屋
廃
材
が

増
え
て
山
と
な
っ
て
い
る
。

　

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
と
木
材
破
砕

機
を
購
入
し
て
２
人
体
制
で
処

理
を
進
め
る
計
画
だ
っ
た
が
。

答
破
砕
し
て
生
成
し
た
チ
ッ
プ

を
防
草
材
と
し
て
利
用
す
る
計

画
で
し
た
が
、
防
腐
材
な
ど
が

付
着
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
利

次
の
焼
却
場
の
計
画
は

用
が
難
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
重
機
類
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
募
集
し
て
も
応
募
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
木
材
破
砕

機
の
購
入
は
見
送
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

廃
材
は
焼
却
を
進
め
な
が

ら
、
継
続
的
に
処
理
で
き
る
方

法
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ごみの分別をしっかり＆ていねいに

～私にも言わせて～
傍聴席からひと言

( 模擬公聴会 )

　～質問を終えて～
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小 値 賀 交 通 か ら の 報 告小 値 賀 交 通 か ら の 報 告
町が出資する小値賀交通株式会社 ( 代表取締役福﨑隆一氏 ) と一般財団法人
小値賀町担い手公社 ( 理事長田渕幸雄氏 ) について、法律に基づき、経営状
況に関する報告がありました。 ～

主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～

問
町
と
し
て
公
共
交
通
機
関
の
継
続
に
つ
い
て

検
討
す
る
、
と
あ
る
が
い
つ
頃
ま
で
に
結
論
を

出
す
の
か
。

答
バ
ス
路
線
や
運
行
時
間
の
見
直
し
は
来
年
度

内
に
行
い
た
い
。

　

社
協
と
の
一
本
化
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
※
の
導

入
、
バ
ス
の
小
型
化
な
ど
の
協
議
検
討
も
、
時

間
は
か
か
る
と
は
思
う
が
な
る
べ
く
早
く
行
い

た
い
。

令和 2年度バス乗降客数

月 一般客 敬老パス 合計
一日当たり
乗車人数

運賃収入

4 243 860 1,103 37 220,600
5 246 853 1,099 36 219,800
6 309 905 1,214 41 242,800
7 411 798 1,209 39 238,600
8 375 770 1,145 37 229,000
9 317 702 1,019 34 203,800

10 354 822 1,176 38 235,200
11 384 693 1,077 36 215,400
12 367 764 1,131 37 226,200
1 270 528 798 26 159,600
2 318 606 924 33 184,800
3 354 711 1,065 35 213,000

合　計 3,948 9,012 12,960 平均 36 2,588,800
( 前年度 ) (4,393) (9,961) (14,354) (40) (2,862,900)

( 単位 : 人・円 )

( 路線バス )

月 運行回数 運賃収入

4 1 20,000
5 0 0
6 2 40,000
7 1 20,000
8 1 20,000
9 1 20,000

10 0 0
11 3 60,000
12 2 40,000
1 1 20,000
2 0 0
3 0 0

合　計 12 240,000
( 前年度 ) (41) (910,000)

( 臨時運行 )

～参考資料～

町から小値賀交通への運行費補助金

令和元年度 900 万円

令和 2 年度 900 万円

バスの維持は全国的な問題です

( 社協には公共交通空白地有償運送事業に対して 750 万円を補助 )

( 単位 : 回・円 )

問
令
和
２
年
度
の
当
期
利
益
は
43
万
円
余
の
赤

字
に
も
か
か
わ
ら
ず
役
員
報
酬
が
60
万
円
と
い

う
の
は
お
か
し
く
な
い
か
。

答
今
後
の
経
営
状
況
を
加
味
し
な
が
ら
協
議
し

て
い
き
た
い
。

※デマンドバス

一般的には、利用者が乗車時間と場所、目的
地を予約すると、決まった路線ではなく、最
適なルートで運行するバスのこと。
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小 値 賀 町 担 い 手 公 社 か ら の 報 告小 値 賀 町 担 い 手 公 社 か ら の 報 告

研
修
生
の
指
導
体
制
は
大
丈
夫
か

問
今
年
度
か
ら
町
全
体
の
相
談
対
応
を
す
る
研

修
支
援
員
を
お
い
て
い
る
が
、
専
任
の
指
導
員

は
不
在
の
ま
ま
だ
。
研
修
に
問
題
は
な
い
の
か
。

答
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
利
用
し
、
地

元
の
農
家
の
協
力
も
得
な
が
ら
と
い
う
小
値
賀

独
自
の
指
導
体
制
は
、
研
修
生
か
ら
も
評
価
さ

れ
て
い
る
。

　

専
任
の
指
導
員
の
確
保
は
難
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

問
専
任
指
導
員
と
研
修
生
を
両
方
同
時
に
募
集

し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
研
修
生
は
集
ま
ら
な
い

の
で
は
。

答
募
集
の
仕
方
を
検
討
す
る
。

問
研
修
生
が
い
な
い
た
め
に
ハ
ウ
ス
が
使
わ
れ

て
い
な
い
。
何
か
に
利
用
で
き
な
い
か
。

答
担
い
手
公
社
も
利
用
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る

よ
う
だ
。
問
題
意
識
は
持
っ
て
い
る
。

～主なやりとり～～主なやりとり～

～参考資料～

町から公社への補助金 (令和 2年度 )

担い手公社の農業研修事業に必要な経費の補助 560 万円
担い手公社の運営費の補助 600 万円
水産加工事業に必要な経費の補助 504 万円

合　計 1664 万円

町から公社への委託料 (令和 2年度 )

加工品の開発業務、落花生のブランド化推進など 600 万円
ゆうきセンター ( たい肥製造施設 ) の管理運営 616 万円
枯れ松 ( 当年枯れ ) の伐倒・焼却駆除 ( 昨年度繰越分 ) 2929 万円
枯れ松 ( 当年枯れ ) の伐倒・焼却駆除 638 万円
マツノマダラカミキリの発生状況の調査 13 万円
あわび館の管理運営 800 万円
小値賀港ターミナル・船瀬海水浴場などの剪定・除草作業 77 万円
町内史跡９か所の草刈り 66 万円
学校が行う農業体験活動の支援 19 万円
空港敷地内の除草・清掃作業など 80 万円

合　計 5838 万円

以上の他に役場職員１名が出向しています。

荒れたままの研修ハウス



可
燃
ご
み
搬
出
用
施
設
整
備

新
し
い
診
療
所
建
設

町
道
唐
見
崎
線
防
災
工
事
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町内のいろいろな工事等のようす町内のいろいろな工事等のようす
　

保
存
修
理
工
事
実
施
設
計
業
務
を
発
注
し
、

現
状
保
存
に
向
け
た
修
復
や
活
用
方
法
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
に
寄
附
さ
れ
た
旧
津
田
耕

平
商
店
倉
庫
の
解
体
工
事
は
10

月
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
従
前
の
景
観
に
配

慮
し
た
復
元
工
事
や
用
途
な

ど
、
住
民
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
。

請負 :㈱細川建設

金額 :484 万円

工期 :終了

旧
津
田
耕
平
商
店
倉
庫

旧
小
西
邸

　

移
住
者
を
受
け
入
れ
る
住
宅

（
筒
井
浦
地
区
と
木
場
地
区
）

計
５
棟
は
９
月
に
完
成
、
入
居

も
近
々
始
ま
り
ま
す
。

　

家
賃
は
月
額
２
万
５
千
円
か

ら
３
万
円
。

　

入
居
期
間
は
、
町
へ
の
転
入

日
か
ら
数
え
て
原
則
１
月
以
上

３
年
以
内
で
す
。　

請負 :㈱友建設

金額 :7376 万円

工期 :完了

お
試
し
居
住
施
設

　

外
構
工
事
の
仕
上
げ
は
、
留

学
生
が
帰
省
す
る
間
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

重
要
文
化
的
景
観
区
域
内
に

ふ
さ
わ
し
い
寮
に
な
り
そ
う
で

す
。　
　

請負 :㈱細川建設

金額 :430 万円

工期 :令和 3年 12 月末

ち
か
ま
る
寮
外
構
工
事

～日ごろから議会も現地に出向き、状況の把握に努めています～

委託 :㈱都市環境研究所

金額 :597 万円

工期 :令和 4 年 3月末
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請負 :㈱細川建設

金額 : 3212 万円

工期 :令和 4年 3月 25 日

　

可
燃
ご
み
を
島
外
に
搬
出
す

る
た
め
、
収
集
し
た
ご
み
を
搬

出
用
の
大
型
ご
み
収
集
車
に
移

す
施
設
を
造
っ
て
い
ま
す
。

可
燃
ご
み
搬
出
用
施
設
整
備

　

９
月
上
旬
に
杭
の
工
事
が
終
わ
り
、

今
は
建
物
本
体
の
建
設
工
事
に
入
っ
て

い
ま
す(

写
真
は
建
物
南
面
）。

　

杭
工
事
と
土
工
事
の
遅
れ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
後
、
熟
練
作
業
員
を
手
配

す
る
な
ど
し
て
５
月
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

　
　
　

新
し
い
診
療
所
建
設

請負 :JV ㈱上滝・大石建設㈱

金額 :13 億 723 万円

工期 : 令和 4年 5月 22 日

　

防
空
壕ご
う

を
保
存
し
な
が
ら
の

工
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ

完
了
し
て
い
ま
す(

１
工
区)

。

　

次
の
工
区
に
つ
い
て
は
、
地

権
者
と
の
用
地
買
収
交
渉
に
時

間
が
か
か
っ
て
お
り
、
今
の
と

こ
ろ
発
注
時
期
は
未
定
の
よ
う

で
す
。

請負 :( 有 ) 出口建設

金額 :4697 万円

工期 :令和４年１月末

町
道
唐
見
崎
線
防
災
工
事

そ
の
他
の
主
な
事
業

テニスコート照明設備取替工事 ㈲立石電業 　1296 万円　 R4.2.2 完了予定

柳地区防火水槽改良工事 ㈱友建設 　1188 万円　 R4.3.20 完了予定

葬斎場改修工事（第２期） ㈱細川建設 　4730 万円　 R4.3.25 完了予定

守るべき松林の衛生伐（町内一円） ㈲出口建設 　2002 万円 R4.2.28 完了予定

守るべき松林の衛生伐（浜津第 1 工区）
（一財）小値賀町
担い手公社

　2486 万円 R4.3.22 完了予定

守るべき松林の衛生伐（浜津第 2 工区） ㈲出口建設 　2486 万円 R4.3.22 完了予定
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10
月
会
議
で
は
財
産
の
取
得
と
工
事
請
負

契
約
の
変
更
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
全
会
一
致
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

財産の取得

可燃ごみ島外搬出用車両（大型ごみ収集車）１台
　落札：いすゞ自動車九州株式会社西九州支社佐世保支店
　　　　（一般競争入札）
　取得価格：2052 万 6600 円
　落札率：63.8%
　納入期限：令和４年３月 18 日

10 月会議10 月会議
令和３年 10 月 4 日

10 月第２回会議10 月第２回会議
令和３年 10 月 25 日

　

10
月
第
２
回
会
議
で
は
、
旧
小
西
邸
を
保

存
す
る
た
め
の
修
理
工
事
の
実
施
設
計
業
務

委
託
料
を
新
た
に
計
上
す
る
な
ど
の
一
般
会

計
補
正
予
算
と
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

の
補
正
予
算
を
審
議
、
こ
ち
ら
も
全
会
一
致

で
可
決
成
立
し
て
い
ま
す
。

工事請負契約の変更

若者向け短期滞在施設整備工事
　相手方：株式会社細川建設（指名競争入札）
　変更前価格：7590 万円
　変更後価格：7668 万 7600 円
　変更による増額：78 万 7600 円

一般会計補正予算

1515 万円増額　39 億 5031 万円に
令和３年度一般会計予算

特別会計補正予算

介護保険事業　 49 万 6000 円増額　３億 7183 万円に

開
業
は
昭
和
３
年 

12 月会議12 月会議
令和３年 12 月 20 日

　定例 12 月会議に続き、12 月会
議では子育て世帯への臨時特別給付
金を全額現金で支給するための一般
会計補正予算が提案され、全会一致
で可決成立しています。

一般会計補正予算

1300 万円増額　40 億 946 万円に
令和３年度一般会計予算
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～ 島のイメージは泊ったところで決まる～

起業や事業拡大などで雇用の場を増やす取り組みをする意欲がある人に、国・県・町が補助金を
出す事業が 6 年目になります。町に、にぎわいが戻ってきたような気がします。

　

実
は
旅
館
（
本
館
）
の
他
に

今
回
の
補
助
金
を
利
用
し
て
古

民
家
も
１
軒
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

い
ま
す
。

　

１
階
・
２
階
そ
れ
ぞ
れ
キ
ッ

チ
ン
・
バ
ス
・
ト
イ
レ
を
完
備
。

　

長
期
休
暇
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
ぴ
っ
た
り
の
快
適
古
民
家

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
２
階
は
壁
と
天
井
の
白

開
業
は
昭
和
３
年 

海
の
眺
め
が
最
高
の
古
民
家
も

この看板の板は開業当時のもの

日の出や月明かりの海が楽しめそうです

突撃取材突撃取材  シリーズ 10 回目シリーズ 10 回目

　

ま
ず
建
物
の
笛
吹
本
通
り
沿

い
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
旅
館
の

看
板
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　

開
業
は
昭
和
３
年
と
い
う
こ

と
で
、
も
う
あ
と
何
年
か
で
開

業
１
０
０
年
を
迎
え
る
老
舗
で

す
。

　

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
も

考
え
、
こ
の
補
助
金
を
活
用
し

て
10
部
屋
す
べ
て
を
バ
ス
ト
イ

レ
付
き
の
個
室
に
リ
フ
ォ
ー
ム

し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
家
族

３
人
で
の
毎
日
の
掃
除
や
徹
底

「 旅館 丸ま 」の前田百合子さん

宿泊料金は１泊２食付税込で 9000 円 食堂も広々としています

し
た
消
毒
作
業
は
、
思
い
の
ほ

か
疲
れ
て
と
て
も
大
変
と
の
こ

と
で
し
た
。

さ
に
梁は
り

が
映
え
る
造
り
に
な
っ

て
い
て
、
さ
ら
に
何
と
言
っ
て

も
窓
か
ら
眺
め
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
も
う
最
高
で
す
。

　

こ
ち
ら
の
古
民
家
の
オ
ー
プ

ン
は
も
う
少
し
先
と
の
こ
と
。

　

今
は
「
別
館
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
建
物
に
ふ
さ

わ
し
い
名
前
が
近
い
う
ち
に
つ

け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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コロナ禍により、町民の皆さんのご意見を直接お聞きする機会
が少なくなったことから実施した「小値賀町議会の活動に関す
るアンケート」。

1600 名を超える多くの方々にご協力をいただき、大変ありが
とうございました。

質問項目ごとに、どのような回答が多かったかお知らせします。

議会アンケート結果報告議会アンケート結果報告

（総配布数＝ 2295　　回収総数＝ 1615　　回収率＝ 70.4%）
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議会アンケート結果報告議会アンケート結果報告
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以上のような結果となりました。
ご協力いただいた町民の皆さんが小値賀町議会の活動に対してどう考え、どう評価して

いるか、この表から見えてきます。
また、自由記述として、それぞれの質問項目ごとに数多くの厳しいご意見やご指摘、提

言などをいただきました。
これらを議員全員が真

し ん し

摯に受け止め、共有し、議会活動・議員活動に活かしていかなけ
ればなりません。

なお現在、ご意見やご指摘、提言などを分かりやすい形にまとめる作業を進めています。
まとまり次第、議会ホームページなどで公表しますので、もうしばらくお待ちください。
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　中学校では、郷土小値賀について学んだことを基に、自分の将来と小値賀町の未来につ
いて真剣に深く前向きに考えていけるよう、キャリア教育を進めています。
　１年生で学んだ小値賀学、２年生の職場体験学習、そして３年生では小値賀の未来につ
いて考え、それを学習発表会の劇で表現してきました。
　その集大成として、12 月 15 日に行われたのがこの模擬議会です。
　6 つの個人・グループに分かれて町長に質問し、町長もていねいに答弁していました。
　子どもたちにとって、とても貴重な体験になったのではないかと思います。

値中３年生模擬議会値中３年生模擬議会

～ 小 値 賀 未 来 学 の 集 大 成 ～～ 小 値 賀 未 来 学 の 集 大 成 ～

号で紹介！号で紹介！
詳しくは次詳しくは次



(31)

　模擬議会の翌日の 16 日には北松西高校３年生の卒業レポート発表会が行われました。
　小 ( 知る ) 中 ( 問う ) 高 ( 提案する ) 一貫教育のゴールとして、ふるさと小値賀が抱える課題の現
状と背景をフィールドワークを通じて分析し、解決策を町と議会に提案するものです。
　本町がふるさととして持続可能であるために何が必要か、より深く考え、熱く語る…
　議場で、生徒全員がチームごとに発表し、議員からの質疑に対応してさらに深めていく…
　これからの活動につながるよう、提案されたことの実現に向けて行政や議会が努力することが求
められています。

～ 自 分 た ち は 地 域 の た め に 役 に 立 て る ～～ 自 分 た ち は 地 域 の た め に 役 に 立 て る ～

北松西高生卒業レポート北松西高生卒業レポート 号で紹介！号で紹介！
詳しくは次詳しくは次
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編　集　後　記
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

　

昨
年
の
流
行
語
大
賞
は 

「
リ
ア
ル
二
刀
流
／
シ
ョ
ー

タ
イ
ム
」
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
10
は

「
う
っ
せ
ぇ
わ
」

「
親
ガ
チ
ャ
」

　
「
ゴ
ン
攻
め
／
ビ
ッ
タ
ビ
タ
」

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

　
「
人
流
」

　
「
ス
ギ
ム
ラ
イ
ジ
ン
グ
」

　
「
Ｚ
世
代
」

　
「
ぼ
っ
た
く
り
男
爵
」

　
「
黙
食
」

　

う
ち
に
は
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ

も
な
い
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
半

分
く
ら
い
は
聞
い
た
こ
と
が
な

い
言
葉
で
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

ち
な
み
に
一
昨
年
の
大
賞
は

「
３
密
」
で
し
た
。

　

ま
た
今
年
も
新
し
い
言
葉
が

生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
前

向
き
な
、
明
る
い
言
葉
が
流
行

る
一
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。

　

小
値
賀
町
議
会
、
議
員
そ
し

て
議
会
だ
よ
り
を
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
編
集
委
員　

今
田
光
弘
）

(

表
紙
の
写
真)

北
松
西
高
校
生
卒
業
レ
ポ
ー
ト
発
表

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
北
松
西
高
３
年

生
に
よ
る
卒
業
レ
ポ
ー
ト
発
表
会
。

　

先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
課
題
を
さ
ら

に
深
め
、
新
た
に
見
つ
け
、
そ
し
て
解

決
し
て
い
く
。

　

小
値
賀
町
の
抱
え
る
本
質
的
な
問
題

を
一
番
身
近
に
感
じ
て
い
る
の
は
彼
ら

で
す
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
中
島
洋
さ
ん

(

元
長
崎
県
立
大
学
特
任
教
授
）
の
、

小
値
賀
町
に
対
す
る
大
き
な
貢
献
だ
と

の
お
話
を
真
剣
に
聴
く
生
徒
の
眼
差
し

が
印
象
的
で
し
た
。

編　　　集　小値賀町議会広報常任委員会
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